
都市計画コンサルタント優良業務登録事業（ejob 事業） 

ejob 事業の⾃治体にとってのメリット 
 

 
直接的なメリットは、 
信頼できるコンサルタント情報が得られることです。 

発注実績の少ない業務分野の案件について発注しようとする場合、当該業務に精通して
いるコンサルタントにはどんな会社があるのか、そのコンサルタントの過去の仕事ぶりは
どうであったか等を事前情報として⼊⼿されていると思われますが、本事業のデータベー
スが充実すれば、その点に関する適切な情報が迅速に⼊⼿可能となります。 

⼤規模⾃治体などでは、豊富な発注実績に基づいて独⾃に同様の情報を得ている場合も
少なくないと思われますが、情報を持った職員の異動もあり、また、最新の情報かが必要
となれば、改めて外部に情報を求める必要が出てきます。こうした時に本事業の情報が役
⽴ちます。 

 

 
間接的には、 
コンサルタントに刺激を与え都市計画業務の質の向上につながります。 

ejob 事業の評価作業は、仕事の節⽬ごとにその仕事の到達状況を振り返ることになりま
すので、コンサルタントにとっては努⼒が評価されるとともに反省点を認識する機会とな
り、以後の業務遂⾏の糧となるはずです。 

また、優良な業務については担当技術者名を含めて登録・公開されますので、コンサル
タントにとって⼤きな励みになると思われます。 

 

 
更に、 
評価作業をする⾃治体スタッフにとっても改めて業務内容を総括する機会になります。 

ejob 事業の評価基準に照らしてコンサルタントを評価する作業は、評価員（コンサルタ
ントを評価する⾃治体関係職員）となる⽅にとって多⾓的視点から仕事を振り返ることが
要求されます。特に、☆がついた業務については評価結果が公開されますので、評価員に
とっても改めて業務内容を総括する機会となります。 
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